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成果の概要／横山優花 

 

 オランダ・マーストリヒトにて開催された第 28 回欧州バイオメカニクス会議に出席し、

口頭発表を行った。欧州バイオメカニクス会議は、毎年ヨーロッパ地域のバイオメカニクス

（生体力学）分野の研究者が一堂に会する国際会議である。バイオメカニクスは、生物の構

造や運動を力学的に探求し、その結果を応用することを目指した学問であり、医療分野にお

ける新しい治療法の提案や、生体の特徴に着想を得た新しい精密機械の創製など、生体と人

工物の間をつなぐ立場として国際的に注目を集めている。バイオメカニクス分野の国内学

会は規模が小さく、分野内でも異なる対象（骨・脳など）を扱う研究者とディスカッション

することが多かったが、欧州バイオメカニクス会議は約 480 件の口頭発表および 300 件の

ポスター発表を擁する規模の大きい会議であったため、自身の研究対象である骨形態に関

する研究発表を多数聴講し、さまざまな研究者と議論することができた。 

 

 本学会で、報告者は Soft tissue biomechanics III: Soft tissue growth & remodelling のセッ

ションにて、骨形態形成メカニズム解明に向けた多細胞組織の形態変化のモデリングとシ

ミュレーションについて発表を行った。セッション内では、自身と同様に、シミュレーショ

ンを用いた計算バイオメカニクス研究に携わる研究者が多く発表を行っており、有意義な

情報交換およびディスカッションができた。 

 

 また、本学会では学生向けのイベントが複数企画されており、報告者はそのいずれにも参

加した。会議 2 日目の夜に行われた Student night には 100 名以上の学生が参加しており、

ヨーロッパに限らずさまざまな地域から参加した学生らと交流することができた。3 日目の

ランチタイムには、”Meet the Expert”と題し、参加学生が希望するシニア研究者と知り合

い、少人数でのメンタリングを受けることができる企画が催された。この企画により、報告

者は、自身と同じく骨形態に関する計算バイオメカニクス研究に従事し、医工連携事業にも

携わっている Prof. Liesbet Geris (University of Liège & KU Leuven, Belgium)と話をする機

会を得、研究のみならず自身のキャリアについて、また、分野の壁を乗り越えることに関し

て意見を求め、多くの助言をいただいた。 

 

 報告者がこれまで参加した国際会議はいずれも感染症の影響によりオンライン開催とな

っており、研究活動を目的とした海外渡航は今回が初めてであった。多くの研究者とディス

カッションし、学生同士で交流し、”Meet the Expert”のような企画の恩恵を受けることがで

きたのは、やはり現地へ渡航し対面で学会に参加できたからこそであると感じる。助成をい

ただいた今回の会議への参加を通じ得られた経験や人脈は、必ず今後の研究活動に活きる

ものであると考えている。 


